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第１２回　くまもと「水」検定　２級試験問題

令和元年度実施分
選択式（２点×５０問＝１００点）

問１

　 熊
くま

本
もと

市
し

は、地
ち

下
か

水
すい

保
ほ

全
ぜん

条
じょう

例
れい

を制
せいてい

定し、30年
ねん

以
いじょう

上にわたる地
ち

下
か

水
すい

保
ほ

全
ぜん

の取
とりくみ

組や、水
すいでん

田を活
かつよう

用した地
ち

下
か

水
すい

かん

養
よう

事
じぎょう

業や水
すいげん

源かん養
よう

林
りん

の整
せい

備
び

など、行
ぎょうせい

政区
く

域
いき

を越
こ

えた取
とりくみ

組、節
せっすい

水市
し

民
みん

運
うんどう

動の展
てんかい

開などの熊
くまもと

本地
ち

域
いき

の地
ち

下
か

水
すい

保
ほ

全
ぜん

の取
とりくみ

組が世
せ

界
かい

で高
たか

く評
ひょうか

価され、平
へいせい

成25年
ねん

（2013年
ねん

）に賞
しょう

を受
じゅしょう

賞しました。この受
じゅしょう

賞した賞
しょう

は次
つぎ

のうちど

れでしょう。

　ア　国
こくれん

連“生
せいかつ

活の水
みず

”最
さい

優
ゆう

秀
しゅう

賞
しょう

　
　イ　国

こくれん

連“生
いの ち

命の水
みず

”最
さい

優
ゆう

秀
しゅう

賞
しょう

　
　ウ　国

こくれん

連“生
いの ち

命の水
みず

”奨
しょうれいしょう

励賞　
　エ　国

こくれん

連“地
ち

域
いき

の水
みず

”大
たいしょう

賞　
　オ　国

こくれん

連“生
せいかつ

活の水
みず

”奨
しょうれいしょう

励賞　

問２

　 環
かん

境
きょう

省
しょう

選
せん

定
てい

「平
へいせい

成の名
めいすいひゃくせん

水百選」の１つである「金
きんぼうざん

峰山湧
ゆうすいぐん

水群」には20箇
か

所
しょ

の湧
ゆ う す い ち

水地があります。このうち

19箇
か

所
しょ

は熊
くま

本
もと

市
し

、１箇
か

所
しょ

は玉
たま

名
な

市
し

にあります。では、玉
たま

名
な

市
し

にある湧
ゆ う す い ち

水地は次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　尾
お だ

田の丸
まるいけ

池
　イ　天

てん

水
すい

湖
こ

　ウ　鑪
たたらみず

水　
　エ　いんの川

かわ

　オ　川
かわかみ

上床
どこ

の湧
ゆうすい

水

問3

　 加
か

藤
とう

清
きよ

正
まさ

が行
おこな

ったとされる主
おも

な治
ち

水
すい

・利
り

水
すい

事
じぎょう

業で正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせは次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　菊
きく

池
ち

川
がわ

水
すいけい

系　－　瀬
せ

田
た

下
した

井
い

手
で

堰
ぜき

　イ　白
しらかわ

川水
すいけい

系　　－　江
え

津
づ

塘
ども

　ウ　白
しらかわ

川水
すいけい

系　　－　鼻
はな

ぐり井
い で

手
　エ　緑

みどりかわすいけい

川水系　　－　萩
はぎ

原
わら

堤
づつみ

　
　オ　球

く

磨
ま

川
がわ

水
すい

系
けい

　－　横
よこしまいしども

島石塘
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問4

　 水
すいぜんじじょうじゅえん

前寺成趣園の「成
じょうじゅえん

趣園」の名
な

は、陶
とうえんめい

淵明の詩
し

からつけられました。名
な

づけたのは誰
だれ

でしょう。

　ア　細
ほそかわ

川藤
ふじ

孝
たか

（幽
ゆうさい

斎）
　イ　細

ほそかわただおき

川忠興（三
さんさい

斎）
　ウ　細

ほそかわただとし

川忠利
　エ　細

ほそかわつなとし

川綱利
　オ　細

ほそかわしげかた

川重賢

問５

　 平
へいあん

安時
じ

代
だい

の女
じょりゅうかじん

流歌人桧
ひ

垣
がき

は、白
しらかわ

川のほとりに住
す

み、岩
いわ

戸
と

観
かん

音
のん

に日
にっさん

参しました。桧
ひ

垣
がき

が拝
おが

んだという岩
いわ

戸
と

観
かんのん

音

は、現
げんざい

在、あるお寺
てら

に祀
まつ

られています。このお寺
てら

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　雲
うん

巌
がん

禅
ぜん

寺
じ

　イ　成
じょうどうじ

道寺
　ウ　蓮

れん

台
だい

寺
じ

　エ　天
てん

福
ぷく

寺
じ

　オ　泰
たいしょうじ

勝寺

問6

　 金
きんぼうざん

峰山湧
ゆうすいぐん

水群の１つ「成
じょうどうじ

道寺」に関
かん

することを詠
よ

んだ句
く

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　湧
わ

くからに流
なが

るるからに春
はる

の水
みず

　イ　朝
あさぜみ

蝉や水
みな

輪
わ

百
ひゃく

千
せん

みな清
しみず

水
　ウ　浮

うきくさ

草の寄
よ

する汀
なぎさ

や阿
あ そ

蘇は雪
ゆき

　エ　寺
てら

の庭
にわ

どこまでが庭
にわ

石
つ わ

蕗の花
はな

　オ　麦
むぎ

の芽
め

に艪
ろ

の音
おと

おこり遠
とお

ざかる

問7

　 熊
くま

本
もと

市
し

では、熊
くまもと

本で古
ふる

くから栽
さいばい

培されてきたものや、地
ち

名
めい

や歴
れき

史
し

にちなむものなど「ひご野
や

菜
さい

」として15

品
ひんもく

目を指
し

定
てい

しています。ひご野
や

菜
さい

の名
な

前
まえ

で頭
あたま

に水
すい

前
ぜん

寺
じ

がつかないものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　のり
　イ　せり
　ウ　もやし
　エ　菜

な

　オ　ねぎ
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問8

　 熊
くま

本
もと

市
し

でとれる水
すいさんぶつ

産物で、白
しらかわ

川や緑
みどりかわかこう

川河口のものは、天
てんねん

然の国
こくさんひん

産品として全
ぜんこく

国で注
ちゅうもく

目されています。それは

次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　シジミ
　イ　ハマグリ
　ウ　アワビ
　エ　サザエ
　オ　イセエビ

問9

　 次
つぎ

の説
せつ

明
めいぶん

文の ① 、 ② にあてはまるものとして、正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせはどれでしょう。

　 　熊
くま

本
もと

市
し

では、地
ち

下
か

水
すい

都
と

市
し

・熊
くまもと

本を PR する目
もくてき

的で、中
ちゅう

心
しん

市
し

街
がい

地
ち

各
かくしょ

所に「街
まち

なかの親
しん

水
すい

施
し

設
せつ

」を設
せっ

置
ち

しました。

このうち、熊
くまもとえきしんかんせんぐち

本駅新幹線口（西
にしぐち

口）駅
えきまえひろば

前広場にある ① は、「 ② 像
ぞう

」とともに、駅
えき

に降
お

り立
た

った
観
かん

光
こう

客
きゃく

を出
で

迎
むか

えます。

　ア　①祇
ぎ

園
おん

さんの水
みず

　　②ルフィ
　イ　①城

しろ

見
み

の水
みず

　　　　②加
か

藤
とう

清
きよ

正
まさ

　ウ　①阿
あ

蘇
そ

恵
めぐ

みの水
みず

　　②おてもやん
　エ　①水

みず

手
て

まり　　　　②くまモン
　オ　①城

じょうかまち

下町の水
みず

　　　②ひごまる

問10

　 平
へいせい

成の名
めいすいひゃくせん

水百選「金
きんぼうざんゆうすいぐん

峰山湧水群」の１つ。その昔
むかし

、加
か

藤
とう

清
きよ

正
まさ

が早
はや

駆
か

けでやってきてのどを潤
うるお

したとの逸
いつ

話
わ

も

残
のこ

る湧
ゆうすい

水で、この清
きよ

らかな湧
ゆうすい

水を用
もち

いた、ある魚
さかな

の養
ようしょく

殖も古
ふる

くから知
し

られています。この湧
ゆう

水
すい

地
ち

の名
めいしょう

称と魚
さかな

の組
く

み合
あ

わせとして、正
ただ

しいものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　上
かみかわどこ

川床の湧
ゆうすい

水　－　鯉
こい

　イ　平
ひらやま

山の湧
ゆうすい

水　　－　鰻
うなぎ

　
　ウ　天

てん

水
すい

湖
こ

　　　　－　鮒
ふな

　エ　お手
ちょうず

水　　　　－　鱒
ます

　オ　鳴
なりいわ

岩の湧
ゆうすい

水　　－　鮎
あゆ

問11

　 八
は

景
けの

水
み

谷
や

に関
かん

する説
せつめい

明として正
ただ

しいのは次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　水
すいどう

道や地
ち

下
か

水
すい

のことが学
まな

べる「熊
くま

本
もと

市
し

水
みず

の記
き

念
ねん

館
かん

」がある
　イ　�３代

だい

肥
ひ ご

後細
ほそかわ

川藩
はんしゅ

主・綱
つなとし

利がお茶
ちゃ

屋
や

を設
もう

け、ここから八
やっ

つの景
け

色
しき

を愛
め

でて詩
うた

を詠
よ

んだことが名
な

前
まえ

の由
ゆ

来
らい

　ウ　加
か

藤
とう

清
きよ

正
まさ

によって作
つく

られた人
じん

工
こう

湖
こ

である
　エ　江

え

戸
ど

時
じ

代
だい

ここを水
すい

源
げん

地
ち

として日
に

本
ほん

最
さいしょ

初の水
すいどう

道が布
ふ

設
せつ

された
　オ　平

へいせい

成20年
ねん

６月
がつ

に「金
きんぼうざんゆうすいぐん

峰山湧水群」の１箇
か

所
しょ

として平
へいせい

成の名
めいすいひゃくせん

水百選に選
えら

ばれた
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問12

　 熊
くま

本
もと

市
し

立
りつ

河
かわ

内
ち

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に接
せっ

して北
きた

にある、かつて「鍛
か じ

冶の水
みず

」といわれていた樹
じゅれい

齢600年
ねん

というイチョウの根
ね

元
もと

から水
みず

が湧
わ

き出
だ

している湧
ゆう

水
すい

地
ち

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　上
かみかわどこ

川床の湧
ゆうすい

水
　イ　鳴

なりいわ

岩の湧
ゆうすい

水
　ウ　桜

さくらいすずり

井硯の池
いけ

　エ　天
てん

水
すい

湖
こ

　オ　鑪
たたらみず

水�

問13

　水
みず

に関
かん

する行
ぎょうじ

事と季
き

節
せつ

の組
く

み合
あ

わせで誤
あやま

っているものは次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　　１月
がつ

　―　出
で ぞ

初め式
しき

　イ　　２月
がつ

　－　本
ほんみょうじ

妙寺の水
すいぎょうしき

行式�
　ウ　　５月

がつ

　－　レンコン掘
ほ

り
　エ　　８月

がつ

　－　川
かわしり

尻の精
しょうろうなが

霊流し
　オ　12月

がつ

　－　ゆず湯
ゆ

問14

　 熊
くま

本
もと

市
し

にある地
ち

名
めい

で、その一
いったい

帯を「坪
つぼ

井
い

」と呼
よ

ぶようになった由
ゆ

来
らい

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　碁
ご

盤
ばん

の目
め

のように100坪
つぼ

ごとに区
く ぎ

切られていたことから
　イ　狭

せま

い地
ち

域
いき

に井
い ど

戸がたくさんあったことから
　ウ　壺

つぼ

を作
つく

る職
しょくにん

人の町
まち

だったことから
　エ　報

ほう

恩
おん

寺
じ

にある大
おお

きな井
い ど

戸の形
かたち

が壺
つぼ

に似
に

ていることから
　オ　井

い ど

戸の水
みず

を汲
く

み上
あ

げるのに壺
つぼ

を使
つか

っていたことから

問15

　 「安
やす

々
やす

と海
な ま こ

鼠の如
ごと

き子
こ

を産
う

めり」この句
く

と関
かんけい

係のある井
い ど

戸は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　横
よこ

手
て

五
ご

郎
ろう

の井
い ど

戸
　イ　漱

そうせき

石坪
つぼ

井
い

の家
いえ

の井
い ど

戸
　ウ　山

さんとう

頭火
か

の井
い ど

戸（壺
つぼ

井
い

の井
い ど

戸）
　エ　横

よこ

井
い

小
しょう

楠
なん

の井
い ど

戸
　オ　桧

ひ

垣
がき

の井
い ど

戸



- 5 -

問16

　 熊
くま

本
もと

市
し

立
りつ

必
ひつゆうかんこうこう

由館高校には、熊
くまもとしゅっしん

本出身で、かつてここに住
す

んでいた明
めい

治
じ

国
こっ

家
か

の骨
ほね

組
ぐ

みを作
つく

ったとされる人
じんぶつ

物ゆ

かりの井
い ど

戸が残
のこ

っています。この人
じんぶつ

物とは誰
だれ

でしょう。

　ア　米
こめ

田
だ

是
これ

容
たか

　イ　伊
い

藤
とう

博
ひろぶみ

文
　ウ　横

よこ

井
い

小
しょう

楠
なん

　エ　徳
とくとみ

富蘇
そ

峰
ほう

　オ　井
いのうえ

上�毅
こわし

問17

　 6世
せい

紀
き

に、八
はちまんじん

幡神がこの地
ち

に出
しゅつげん

現し、自
みずか

らが応
おうじんてんのう

神天皇の生
う

まれ変
か

わりであることを告
つ

げたという伝
でんせつ

説が残
のこ

る

湧
ゆう

水
すい

地
ち

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　池
いけ

の川
かわ

水
すいげん

源
　イ　御

み た ら い

手洗さん
　ウ　五

ごちょう

丁の妙
みょうけん

見さん
　エ　平

ひら

井
い

戸
ど

水
すいげん

源
　オ　菱

ひしがた

形の池
いけ

問18

　 熊
くま

本
もと

市
し

の西
せいほう

方に広
ひろ

がる有
ありあけかい

明海は、全
ぜんこく

国の約
やく

4割
わり

を占
し

めるといわれる を有
ゆう

し、希
きしょう

少生
せいぶつ

物の宝
ほう

庫
こ

でもあ

ります。 に入
はい

るものは次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　養
ようしょくじょう

殖場　
　イ　三

さん

角
かく

州
す

　
　ウ　干

ひ

潟
がた

　
　エ　漁

ぎょこう

港　
　オ　森

しんりん

林

問19

　 良
りょうしつ

質な地
ち

下
か

水
すい

で生
せいさん

産される熊
くまもと

本の清
せいしゅ

酒づくりに尽
じんりょく

力し、吟
ぎんじょうしゅ

醸酒づくりにかかせない「熊
くまもと

本酵
こう

母
ぼ

」の分
ぶん

離
り

・

培
ばいよう

養に成
せいこう

功し、全
ぜんこく

国に普
ふきゅう

及させた「お酒
さけ

の神
かみさま

様」といわれる人は誰
だれ

でしょう。

　ア　種
たね

田
だ

山
さん

頭
とう

火
か

　イ　光
みつおか

岡明
あきら

　
　ウ　安

あ

達
だち

謙
けんぞう

蔵
　エ　小

こいずみ

泉八
や

雲
くも

　オ　野
の

白
じろ

金
きんいち

一
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問20

　 次
つぎ

の説
せつめいぶん

明文の ① ～ ③ にあてはまるものとして、正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせはどれでしょう。

　 　豊
ゆた

かな湧
ゆうすい

水をたたえる水
すいぜんじじょうじゅえん

前寺成趣園は、 ① 式
しき

の回
かいゆうしきていえん

遊式庭園で、東
とうかいどうごじゅうさんつぎ

海道五十三次を模
も

したとされてい

ます。明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

、園
えんない

内に新
しんせつ

設された ② 神
じんじゃ

社の境
けいだい

内には ③ があり、水
みず

飲
の

み会
かい

の人
ひと

をはじめ、訪
おとず

れた観
かんこうきゃく

光客などがその水
みず

をおいしそうに飲
の

んでいます。

　ア　①桃
ももやま

山　②出
いずみ

水　③長
ちょうじゅ

寿の水
みず

　イ　①桃
ももやま

山　②健
けんぐん

軍　③長
ちょうめいすい

命水　
　ウ　①鎌

かまくら

倉　②健
けんぐん

軍　③祇
ぎ

園
おん

の水
みず

　エ　①平
へいあん

安　②北
きたおか

岡　③長
ちょうめいすい

命水
　オ　①平

へいあん

安　②出
いずみ

水　③長
ちょうじゅ

寿の水
みず

問21

　 熊
くまもと

本のパナマ運
うん

河
が

とも呼
よ

ばれる「中
なか

無
む

田
た

閘
こう

門
もん

」。昭
しょうわ

和17年
ねん

の設
せっ

置
ち

から昭
しょうわ

和30年
ねんごろ

頃まで、天
あまくさ

草から川
かわしり

尻へ薪
まき

や

木
もくたん

炭を運
はこ

び、川
かわしり

尻から刃
は

物
もの

や農
のう

工
こう

具
ぐ

、桶
おけ

など生
せいかつようひん

活用品を積
つ

んで帰
かえ

る船
ふね

が利
り

用
よう

したといいます。

　　では、この閘
こうもん

門が結
むす

ぶ２つの河
か

川
せん

は、加
か

勢
せ

川
がわ

ともうひとつは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　井
い

芹
せり

川
がわ

　イ　西
にしうらがわ

浦川
　ウ　浜

はま

戸
と

川
がわ

　エ　坪
つぼ

井
い

川
がわ

　オ　緑
みどりかわ

川�

問22

　次
つぎ

のうち白
しらかわ

川に架
か

かっていない橋
はし

はどれでしょう。

　ア　白
しら

川
かわばし

橋
　イ　長

ちょうろくばし

六橋　
　ウ　明

めいはちばし

八橋
　エ　大

たいこうばし

甲橋
　オ　子

こ

飼
かい

橋
ばし

問23

　 熊
くま

本
もと

県
けん

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

から上
かみ

江
え

津
づ

湖
こ

中
なか

の島
しま

まで川
かわ

沿
ぞ

いを散
さん

歩
ぽ

しました。次
つぎ

の説
せつめい

明のうち誤
あやま

っているのはどれでしょう。

　ア　スイゼンジノリの発
はっしょうち

祥地があった
　イ　ホタル百

ひゃくせん

選の碑
ひ

があった
　ウ　ゾウさんプールがあった
　エ　熊

くまもとしどうしょくぶつえん

本市動植物園があった
　オ　芭

ばしょうえん

蕉園があった
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問24

　 地
ち

下
か

水
すい

に恵
めぐ

まれた熊
くまもと

本は、温
おんせん

泉にも恵
めぐ

まれています。「温
おんせん

泉」とは、地
ちちゅう

中から湧
ゆうしゅつ

出する温
おんすい

水、鉱
こうすい

水及
およ

び

水
すいじょうき

蒸気その他
た

のガスで、湧
ゆうしゅつ

出する温
おん

度
ど

が ℃以
い

上
じょう

、または特
とくてい

定の物
ぶっしつ

質を一
いってい

定以
い

上
じょう

含
ふく

んでいるものの

ことです（温
おんせんほう

泉法）。 に入
はい

る数
すう

字
じ

はどれでしょう。

　ア　18
　イ　25
　ウ　37
　エ　42
　オ　50

問25　水
みず

の説
せつめいぶん

明文として正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　地
ちきゅう

球が誕
たんじょう

生したおよそ45憶
おくねんまえ

年前には、地
ちひょう

表に海
うみ

が存
そんざい

在した
　イ　地

ちきゅうじょう

球上の水
みず

の総
そうりょう

量はおよそ４億
おく

立
りっぽう

法メートルである
　ウ　地

ちきゅうじょう

球上の水
みず

の総
そうりょう

量のうち、淡
たんすい

水はおよそ2.5％程
てい

度
ど

である
　エ　地

ちきゅうじょう

球上に存
そんざい

在する水
みず

の量
りょう

は地
ち

下
か

水
すい

が一
いちばん

番多
おお

い
　オ　地

ちきゅうじょう

球上の水
みず

の総
そうりょう

量は10億
おくねん

年まえよりも1.5倍
ばい

に増
ふ

えている

問26

　 次
つぎ

の説
せつめいぶん

明文の ① ～ ③ に入
はい

る言
こ と ば

葉で、正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせはどれでしょう。

　 　地
ちきゅうじょう

球上の水
みず

は、太
たいよう

陽エネルギーを吸
きゅうしゅう

収して海
うみ

などから蒸
じょうはつ

発し、大
たいきちゅう

気中で雲
くも

となり、雨
あめ

や雪
ゆき

となって地
ちひょう

表

に降
ふ

り、川
かわ

を下
くだ

って海
うみ

へそそぎ、再
ふたた

び海
うみ

などから蒸
じょうはつ

発します。このような水
みず

の旅
たび

を ① といいます。

地
ちきゅうじょう

球上の水
すいじょうき

蒸気の約
やく

85％は ② から、残
のこ

り約
やく

15％は ③ などから蒸
じょうはつ

発します。

　ア　①水
みず

紀
き

行
こう

　　②河
か

川
せん

・湖
こ

沼
しょう

　　③海
うみ

　イ　①水
みず

紀
き

行
こう

　　②海
うみ

　　　　　　③陸
りく

地
ち

　ウ　①水
みずじゅんかん

循環　　②海
うみ

　　　　　　③河
か

川
せん

・湖
こしょう

沼
　エ　①水

みずじゅんかん

循環　　②海
うみ

　　　　　　③陸
りく

地
ち

　オ　①水
みずじゅんかん

循環　　②陸
りく

地
ち

　　　　　③海
うみ

問27

　 水
みず

の分
ぶん

子
し

式
しき

「H2O」の名
な づ

付け親
おや

で、墓
ぼ ひ

碑に「H2O」とまで刻
きざ

まれたフランスの科
か

学
がく

者
しゃ

は次
つぎ

のうち誰
だれ

でしょう。

　ア　オバーリン
　イ　ニュートン
　ウ　アインシュタイン
　エ　ケプラー
　オ　ラボアジェ
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問28

　海
うみ

が青
あお

く見
み

える理
り

由
ゆう

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　海
うみ

の魚
さかな

が青
あお

色
いろ

だから
　イ　海

うみ

の微
び

生
せい

物
ぶつ

が青
あおいろ

色だから
　ウ　海

うみ

の塩
えんぶん

分が青
あお

く反
はんしゃ

射するから
　エ　太

たい

陽
ようこう

光の青
あおいろ

色が吸
きゅうしゅう

収されずに散
さんらん

乱するから
　オ　海

かいてい

底が青
あおいろ

色だから

問29

　 氷
こおり

を水
みず

に入
い

れると、密
みつ

度
ど

に差
さ

があるため氷
こおり

は浮
う

かびます。このとき、水
すい

面
めんじょう

上にでている氷
こおり

の体
たいせき

積は氷
こおりぜんたい

全体の

うちどれくらいでしょう。

　ア　約
やく

２分の１
　イ　約

やく

４分の１
　ウ　約

やく

６分の１
　エ　約

やく

８分の１
　オ　約

やく

10分の１

問30

　 私
わたし

たちの身
か ら だ

体は約
やく

3分
ぶん

の２が水
みず

でできていて、体
たいじゅう

重の１％の水
みず

が体
たいない

内からなくなると喉
のど

が渇
かわ

きます。では、

体
たいじゅう

重の何
なん

％の水
みず

が体
たいない

内からなくなると脱
だっすいしょうじょう

水症状を起
お

こすでしょう。

　ア　２～４％
　イ　６～８％
　ウ　10～12％
　エ　14～16％
　オ　18～20％

問31

　 日
に

本
ほん

は外
がいこく

国と比
くら

べて降
こうすいりょう

水量は多
おお

いものの、一
ひ と り

人あたりの水
みずしげんりょう

資源量は決
けっ

して豊
ゆた

かな国
くに

とはいえません。その理
り

由
ゆう

の1つは次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　山
さん

地
ち

が少ないから
　イ　海

うみ

に囲
かこ

まれているから
　ウ　水

すいでん

田が多
おお

いから
　エ　人

じん

口
こう

密
みつ

度
ど

が高
たか

いから
　オ　川

かわ

の長
なが

さが長
なが

いから
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問32

　 外
がいこく

国から輸
ゆにゅう

入した農
のうさんぶつ

産物や畜
ちくさんぶつ

産物を自
じ

国
こく

内
ない

で作
つく

るとしたら、その生
せいさん

産にどれだけの水
みず

が必
ひつよう

要か計
けいさん

算した水
みず

の

量
りょう

をなんというでしょう。

　ア　グラウンドウォーター
　イ　インポートウォーター
　ウ　バーチャルウォーター
　エ　ボトルドウォーター
　オ　ワールドウォーター

問33

　 次
つぎ

の説
せつめいぶん

明文の ① ～ ③ にあてはまるものとして、正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせはどれでしょう。

　 　日
に

本
ほん

の水
みず

利
り

用
よう

の中
ちゅうしん

心は ① 水
すい

で、全
ぜんたい

体の水
みずしようりょう

使用量の9割
わり

近
ちか

くを占
し

めています。 ① の流
りゅうりょう

量は、

梅
ばい

雨
う

期
き

や台
たい

風
ふう

期
き

など降
こう

雨
う

の ② 変
へんどう

動や、流
なが

れが急
きゅう

で、長
なが

さが短
みじか

いという ③ の影
えい

響
きょう

が非
ひじょう

常に大
おお

きく、
かなりの部

ぶ

分
ぶん

が水
みず

資
し

源
げん

として利
り

用
よう

されないまま海
うみ

へ流
なが

れてしまいます。

　ア　①河
か

川
せん

　　②地
ち

殻
かく

　　③地
ち

形
けい

　イ　①地
ち か

下　　②地
ち

域
いき

　　③人
じん

口
こう

分
ぶん

布
ぷ

　ウ　①河
か

川
せん

　　②地
ち

域
いき

　　③人
じん

口
こう

分
ぶん

布
ぷ

　エ　①河
か

川
せん

　　②季
き

節
せつ

　　③地
ち

形
けい

　オ　①地
ち か

下　　②季
き

節
せつ

　　③地
ち

形
けい

問34

　 熊
くまもとけん

本県宇
う と し

土市にある轟
ごうせんすいどう

泉水道は、1664年
ねん

に完
かんせい

成し、今
いま

なお使
つか

われている上
じょうすいどう

水道では日
に

本
ほん

最
さい

古
こ

といわれてい

ますが、世
せ

界
かい

で最
もっと

も古
ふる

いとされる古
こ

代
だい

ローマの水
すいどう

道は次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　アッピア水
すいどう

道
　イ　アドリア水

すいどう

道
　ウ　ベスビオ水

すいどう

道
　エ　ナポリ水

すいどう

道
　オ　シチリア水

すいどう

道

問35

　 熊
くま

本
もと

市
し

の水
すいどうすい

道水は、井
い ど

戸から汲
く

み上
あ

げた清
きよ

らかな水
みず

に、法
ほうりつ

律で定
さだ

められた最
さいていりょう

低量の塩
えん

素
そ

を加
くわ

えた程
てい

度
ど

の処
しょ

理
り

なので、まさに天
てんねんすい

然水の味
あじ

が楽
たの

しめます。では、水
すいどうすい

道水の水
すいしつきじゅん

質基準を定
さだ

める法
ほうりつ

律は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　環
かんきょうきほんほう

境基本法
　イ　水

みずじゅんかんきほんほう

循環基本法
　ウ　水

すいどうほう

道法
　エ　水

すい

質
しつ

汚
お

濁
だく

防
ぼう

止
し

法
ほう

　オ　食
しょくひんえいせいほう

品衛生法�
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問36

　 平
へいせい

成28年
ねん

4月
がつ

14日
にち

と16日
にち

に、熊
くまもと

本地
ち

方
ほう

を震
しんげん

源とする大
おお

地
じ

震
しん

が発
はっせい

生しました。地
じ

震
しん

や台
たいふう

風など、災
さい

害
がい

時
じ

の各
かく

家
か

庭
てい

での備
そな

えとしてすすめられている飲
いんりょうすい

料水の備
びちくりょう

蓄量の目
め

安
やす

は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　１日
にち

１リットル×家
か

族
ぞく

の人
にんずう

数×１日
にちぶん

分
　イ　１日

にち

２リットル×家
か

族
ぞく

の人
にんずう

数×２日
にちぶん

分
　ウ　１日

にち

３リットル×家
か

族
ぞく

の人
にんずう

数×３日
にちぶん

分
　エ　１日

にち

４リットル×家
か

族
ぞく

の人
にんずう

数×４日
にちぶん

分
　オ　１日

にち

５リットル×家
か

族
ぞく

の人
にんずう

数×５日
にちぶん

分

問37

　 生
せいかつはいすい

活排水や工
こうじょうはいすい

場排水を処
しょ

理
り

する熊
くま

本
もと

市
し

の下
げ

水
すい

道
どう

の役
やくわり

割に関
かん

する説
せつめい

明で、誤
あやま

っているものは、次
つぎ

のうちどれで

しょう。

　ア　�生
せいかつはいすい

活排水や工
こうじょうはいすい

場排水をきれいにして流
なが

すので、公
こう

共
きょう

用
よう

水
すい

域
いき

の汚
お

染
せん

を防
ふせ

ぎ、美
うつく

しい川
かわ

や海
うみ

になる
　イ　�トイレの水

すい

洗
せん

化
か

や汚
お

水
すい

管
かん

への速
すみ

やかな排
はいすい

水により、不
ふ

快
かい

な臭
にお

いや蚊
か

・ハエの発
はっせい

生を防
ふせ

ぎ、衛
えいせいてき

生的で快
かいてき

適
な生

せいかつ

活ができる
　ウ　�市

し

街
が

地
いち

に降
ふ

った雨
あめ

を速
すみ

やかに排
はいじょ

除し、都
と し

市を浸
しんすい

水から守
まも

る
　エ　�下

げ

水
すい

処
しょ

理
り

の過
か

程
てい

で出
で

た汚
お

泥
でい

やガスなどを資
し

源
げん

として活
かつよう

用し、省
しょう

エネルギーに役
やく

立
だ

てる
　オ　�処

しょ

理
り

水
すい

を積
せっきょくてき

極的に地
ち か

下へ浸
しんとう

透させることで、地
ち

下
か

水
すい

のかん養
よう

を行
おこな

う

問38

　熊
くま

本
もと

市
し

の水
すいどう

道の給
きゅうすい

水の仕
し く

組みに関
かん

する説
せつめい

明で、正
ただ

しいものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　�熊
くま

本
もと

市
し

の水
すいどうすいげん

道水源はすべて地
ち

下
か

水
すい

なので、取
しゅすい

水井
い ど

戸から汲
く

み上
あ

げられた水
みず

は、殺
さっきん

菌せずに配
はい

水
すい

池
ち

へ送
おく

ら
れる

　イ　�各
かく

水
すい

源
げん

地
ち

と配
はいすい

水池
ち

は相
そう

互
ご

に連
れんらく

絡されるなど、効
こうりつてき

率的な水
みずうんよう

運用がされており、水
すい

前
ぜん

寺
じ

６丁
ちょうめ

目にある上
じょう

下
げ

水
すい

道
どう

局
きょく

水
みずうんよう

運用センターで24時
じかんしゅうちゅうかんり

間集中管理を行
おこな

っている
　ウ　�市

し

の東
とう

部
ぶ

では全
ぜんいき

域で高
たかだい

台の配
はいすい

水池
ち

から高
こう

低
てい

差
さ

を利
り

用
よう

して水
みず

を家
か

庭
てい

へ送
おく

る自
しぜんりゅうかしき

然流下式を採
さいよう

用している
　エ　�市

し

の北
ほく

部
ぶ

では平
へい

地
ち

にある配
はいすい

水池
ち

から配
はいすい

水ポンプの力
ちから

で水
みず

を送
おく

るポンプ加
か

圧
あつ

式
しき

を採
さいよう

用している
　オ　�水

すいどう

道布
ふ

設
せつ

当
とう

初
しょ

は自
しぜんりゅうかしき

然流下式による配
はいすい

水が主
しゅりゅう

流であったが、現
げんざい

在はポンプ加
か

圧
あつ

式
しき

のみになっている

問39

　熊
くまもと

本地
ち

域
いき

の地
ち

下
か

水
すい

の到
とうたつじかん

達時間に関
かん

する説
せつめい

明で、正
ただ

しいものは、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　阿
あ そ

蘇カルデラ内
ない

部
ぶ

から江
え づ こ

津湖まで約
やく

100万
まんねん

年かかるといわれている
　イ　阿

あ そ

蘇外
がいりん

輪（俵
たわら

山
やま

付
ふき ん

近）から江
え づ こ

津湖まで約
やく

９万
まんねん

年から約
やく

27万
まんねん

年程
てい

度
ど

かかるといわれている
　ウ　阿

あ そ

蘇外
がいりん

輪（俵
たわら

山
やま

付
ふき ん

近）から江
え づ こ

津湖まで約
やく

100年
ねん

程
てい

度
ど

かかるといわれている
　エ　�白

しら

川
かわ

中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

（大
おお

津
づ

町
まち

や菊
きくようまち

陽町など）から江
え づ こ

津湖まで約
やく

５～10年
ねん

程
てい

度
ど

かかるといわれている
　オ　�白

しら

川
かわ

中
ちゅう

流
りゅう

域
いき

（大
おお

津
づ

町
まち

や菊
きくようまち

陽町など）から江
え づ こ

津湖まで約
やく

３～５か月
げつ

程
てい

度
ど

かかるといわれている
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問40

　 熊
くま

本
もと

市
し

の浄
じょうか

化センター（下
げ

水
すい

道
どう

の処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

）では、家
か

庭
てい

などから出
で

た汚
よご

れた水
みず

をきれいな水
みず

にして川
かわ

や海
うみ

に

流
なが

しています。熊
くま

本
もと

市
し

の浄
じょうか

化センターで主
おも

に用
もち

いられている、汚
よご

れた水
みず

をきれいにする方
ほうほう

法は次
つぎ

のうちどれ

でしょう。

　ア　化
か

学
がく

薬
やく

品
ひん

による浄
じょうか

化
　イ　微

び

生
せい

物
ぶつ

による浄
じょうか

化
　ウ　ろ過

か

による浄
じょうか

化
　エ　光

ひかりしょくばい

触媒による浄
じょうか

化
　オ　煮

しゃふつ

沸による浄
じょうか

化

問41

　 たくさんの空
くうげき

隙や亀
き

裂
れつ

がある非
ひ

常
じょう

に有
ゆうのう

能な帯
たいすいそう

水層で、熊
くま

本
もと

市
し

の水
すいどうすいげん

道水源の半
はんぶんいじょう

分以上の地
ち

下
か

水
すい

が汲
く

み上
あ

げられ

ている地
ち

層
そう

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　有
あり

明
あけ

粘
ねん

土
ど

層
そう

　イ　高
たかゆうばるようがんそう

遊原溶岩層
　ウ　砥

と

川
がわ

溶
よう

岩
がん

層
そう

　エ　布
ふ

田
た

層
そう

　オ　島
しまばらかいわんそう

原海湾層

問42

　 熊
くま

本
もと

市
し

（上
じょうげ

下水
すいどうきょく

道局を除
のぞ

く）では市
し

内
ない

各
かくしょ

所で地
ち

下
か

水
すい

位
い

の観
かんそく

測を行
おこな

っています。この観
かんそく

測を行
おこな

うために設
せっ

置
ち

さ

れている地
ち

下
か

水
すい

観
かんそくきょく

測局は何
なん

地
ち

点
てん

あるでしょう。

　ア　５
　イ　10
　ウ　15
　エ　20
　オ　25

問43

　 熊
くまもと

本地
ち

域
いき

の地
ち

下
か

水
すい

位
い

は季
き

節
せつ

によって変
へんどう

動しますが、熊
くま

本
もと

市
し

の地
ち

下
か

水
すい

観
かん

測
そく

局
きょく

の1つ、戸
と

島
しま

観
かんそくきょく

測局（日
ひむきひがし

向東）で

の１年
ねん

の水
すい

位
い

の変
へん

化
か

の組
く

み合
あ

わせとして、正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　最
さいこう

高が２月
がつごろ

頃、最
さいてい

低が９月
がつごろ

頃
　イ　最

さいこう

高が６月
がつごろ

頃、最
さいてい

低が９月
がつごろ

頃
　ウ　最

さいこう

高が６月
がつごろ

頃、最
さいてい

低が５月
がつごろ

頃
　エ　最

さいこう

高が10月
がつごろ

頃、最
さいてい

低が５月
がつごろ

頃
　オ　最

さいこう

高が10月
がつごろ

頃、最
さいてい

低が２月
がつごろ

頃
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問44

　熊
くま

本
もと

市
し

の地
ち

下
か

水
すい

の水
すいしつ

質に関
かん

する説
せつめい

明で、誤
あやま

っているものは次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　�地
ち

下
か

水
すい

の流
りゅうどう

動は非
ひじょう

常に緩
ゆる

やかなため、一
いち

度
ど

汚
お

染
せん

されるとその回
かいふく

復には長
なが

い時
じ

間
かん

と膨
ぼうだい

大な費
ひ

用
よう

を要
よう

する
　イ　�これまでに判

はんめい

明した工
こうじょう

場などを原
げんいん

因とする地
ち

下
か

水
すい

汚
お

染
せん

は、浄
じょうか

化対
たいさく

策などにより改
かいぜん

善されつつある
　ウ　�熊

くま

本
もと

市
し

では、地
ち

下
か

水
すい

の汚
おせんじょうきょう

染状況を把
は

握
あく

するため、毎
まいとし

年、計
けいかくてき

画的に地
ち

下
か

水
すい

の水
すいしつちょうさ

質調査を行
おこな

っている
　エ　�地

ち

下
か

水
すい

の水
すい

質
しつ

保
ほ

全
ぜん

には、汚
お

染
せん

物
ぶっ

質
しつ

を地
ち か

下に浸
しんとう

透させないなど、汚
お

染
せん

未
み

然
ぜん

防
ぼう

止
し

対
たいさく

策が最
もっと

も大
たいせつ

切である
　オ　�地

ち

下
か

水
すい

汚
お

染
せん

の原
げんいん

因として、自
し

然
ぜん

的
てき

な要
よういん

因による汚
お

染
せん

は確
かくにん

認されていない

問45

　 次
つぎ

の水
みず

にかかわりのある「季
き ご

語」のうち、7・8・9月
がつ

の季
き ご

語でないものはつぎのうちどれでしょう。

　ア　肥
ひ ご

後朝
あさがお

顔
　イ　肥

ひ ご

後菖
しょうぶ

蒲
　ウ　浮

うき

巣
す

　エ　隋
ずいびょうぎょうれつ

兵行列　
　オ　芭

ば

蕉
しょう

林
りん

問46

　次
つぎ

の説
せつめいぶん

明文の ① 、 ② にあてはまるものとして、正
ただ

しい組
く

み合
あ

わせはどれでしょう。

　 　今
こん

年
ねん

度
ど

から熊
くま

本
もと

市
し

では、令
れ い わ

和 ① 年
ねん

度
ど

までに、市
し

民
みん

１
ひ

人
とり

１
いち

日
にち

当
あ

たりの生
せいかつ

活用
よう

水
みずしようりょう

使用量を九
きゅうしゅうしゅようとし

州主要都市

の平
へい

均
きん

値
ち

である ② リットルを目
もくひょう

標として市
し

民
みん

総
そう

参
さん

加
か

による「節
せっすい

水 ② 運
うんどう

動」に取
と

り組
く

んでいます。

　ア　①２　　②218
　イ　①３　　②210
　ウ　①４　　②218
　エ　①５　　②198
　オ　①６　　②210

問47

　 熊
くま

本
もと

市
し

では、学
がっこうきょういく

校教育の中
なか

で地
ち

下
か

水
すい

の仕
し く

組みや大
たいせつ

切さを学
まな

び、節
せっすい

水意
い

識
しき

の普
ふきゅう

及啓
けいはつ

発を目
もくてき

的とした出
でまえじゅぎょう

前授業を

実
じっ

施
し

しています。小
しょう

学
がく

生
せい

を対
たいしょう

象としたこの出
でまえじゅぎょう

前授業の名
めいしょう

称は、次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　節
せっすい

水チャレンジ小
しょうがっこう

学校　
　イ　節

せっすい

水アタック小
しょうがっこう

学校　
　ウ　節

せっすい

水サポート小
しょうがっこう

学校　
　エ　節

せっすい

水トレーニング小
しょうがっこう

学校　
　オ　節

せっすい

水プロジェクト小
しょうがっこう

学校　
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問48

　 熊
くま

本
もと

市
し

では地
ち

下
か

水
すい

の硝
しょうさんせいちっそさくげん

酸性窒素削減のため、家
か

畜
ちく

排
はい

せつ物
ぶつ

を適
てきせい

正に処
しょ

理
り

する堆
たい

肥
ひ

センターを整
せい

備
び

しました。

その堆
たい

肥
ひ

センターの場
ば

所
しょ

は何
なに

区
く

でしょう。

　ア　中
ちゅうおうく

央区
　イ　東

ひがしく

区
　ウ　西

にし

区
く

　エ　南
みなみく

区
　オ　北

きた

区
く

問49

　 平
へいせい

成26年
ねん

度
ど

に施
し

行
こう

された「水
みずじゅんかんきほんほう

循環基本法」は、健
けんぜん

全な水
みずじゅんかん

循環の維
い じ

持・回
かいふく

復のための政
せいさく

策を包
ほうかつてき

括的に推
すいしん

進する

ことなどを目
もくてき

的としています。この法
ほうりつ

律で「健
けんぜん

全な水
みずじゅんかん

循環の重
じゅうようせい

要性について国
こくみん

民の理
り

解
かい

と関
かんしん

心を深
ふか

める日
ひ

」

として定
さだ

められた日
に

本
ほん

の「水
みず

の日
ひ

」はいつでしょう。

　ア　３月
がつ

２日
にち

　イ　３月
がつ

22日
にち

　ウ　７月
がつ

１日
にち

　エ　８月
がつ

１日
にち

　オ　12月
がつ

３日
にち

問50

　 令
れい

和
わ

２年
ねん

（2020年
ねん

）に熊
くま

本
もと

市
し

で開
かいさい

催される、アジア・太
たいへいよう

平洋地
ち

域
いき

の各
かっこく

国首
しゅのうきゅう

脳級が一
いちどう

堂に会
かい

し、「持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な

発
はってん

展のための水
みず

～実
じっせん

践と継
けいしょう

承～」をテーマとして、水
みず

問
もんだい

題について話
はな

し合
あ

う国
こく

際
さい

会
かい

議
ぎ

は次
つぎ

のうちどれでしょう。

　ア　第
だい

１回
かい

　アジア・太
たいへいよう

平洋水
みず

サミット
　イ　第

だい

２回
かい

　アジア・太
たいへいよう

平洋水
みず

サミット
　ウ　第

だい

３回
かい

　アジア・太
たいへいよう

平洋水
みず

サミット
　エ　第

だい

４回
かい

　アジア・太
たいへいよう

平洋水
みず

サミット
　オ　第

だい

５回
かい

　アジア・太
たいへいよう

平洋水
みず

サミット



第12回くまもと｢水｣検定2級試験解答
令和元年度実施分

イ

ア

ウ

エ

ア

エ

オ

イ

ウ

エ

イ

オ

ウ

エ

イ

オ

オ

ウ

オ

ア

問1

問2

問3

問4

問5

問6

問7

問8

問９

問10

問11

問12

問13

問14

問15

問16

問17

問18

問1９

問20

オ

ウ

エ

イ

ウ

エ

オ

エ

オ

ア

エ

ウ

エ

ア

ウ

ウ

オ

イ

エ

イ

問21

問22

問23

問24

問25

問26

問27

問28

問29

問30

問31

問32

問33

問34

問35

問36

問37

問38

問39

問40

ウ

エ

エ

オ

イ

オ

ア

イ

エ

エ

問41

問42

問43

問44

問45

問46

問47

問48

問4９

問50


